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学研究費や AMED 等の政府系研究資金において分担研究者を歴任するほか、WHO の「AI for Health」トピックグループメンバー、WPRO 臨時顧問として伝統医学のデ
ジタル・AI イノベーションに関する国際政策提言に参画している。
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講演５

　2025 年 12 月、インド・ニューデリーで開催された「第 2 回 WHO 伝統医学グローバルサミット」において、最大の焦
点となったのは伝統医学を各国の国家保健医療システムへ統合するための「AI とデジタル技術の活用」でした 。世界的
なリーダーシップのもとで伝統医学のデジタル化（DX）が凄まじい熱量で推進される一方、セッションの底流では「責
任ある AI」や、テクノロジーが伝統知にもたらす歪みについての本質的な議論が交わされました 。

　現代の西洋医学においては、高度な検査技術によって多くの病態が可視化される一方、検査数値に異常が現れない「未病」
や原因不明の不定愁訴（Medically Unexplained Symptoms, illness, やまい）に対しては、アプローチが限定的になりが
ちです。演者は普段、西洋医学の内科医をベースとして漢方外来を実践していますが、現代医療の標準化された枠組みか
らこぼれ落ち、一種の「切り捨て」を経験した患者たちが、最後の拠り所として漢方やアーユルヴェーダをはじめとする
伝統医学・統合医療の外来を訪れる現状を日々痛感しています。西洋医学的な客観データの偏重によって患者個々の主観
的な苦痛が不可視化されてしまう構造は、現代の医療システムが抱える大きな課題であり、同時に DX がもたらす最大の
死角でもあります。伝統医学が有する「患者の主観や個別の文脈を汲み取る力」は、まさにこの死角を埋めるために不可
欠な哲学であり、漢方とアーユルヴェーダが共通して持つ最大の強みに他なりません。

　本講演では、同サミットのパネル登壇で議論した「責任ある AI」の世界的潮流を報告するとともに、当科が推進する漢
方DXの実践例を紹介します 。臨床におけるAIは、典型的な症例では高い予測精度を誇りますが、複雑な病態や「非典型例」
に対しては正解率が極端に低下することを確認しています 。デジタル化の過程でこぼれ落ちる、数値化しにくい「主観デー
タ」や「文脈」をどう扱うべきか 。AI を単なる効率化の道具に留めず 、伝統医学が共通して重んじる「全人的（ホリスティッ
ク）な調和」や、数値化しにくい「個別の文脈」を損なうことなく社会実装するための技術的・倫理的課題について 、イ
ンド現地の圧倒的な熱量と共に考えていきたいと思います 。
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伝統医学の社会実装とDXの最前線：
インドWHOサミット報告と「責任あるAI」への展望
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